
精
進
経
を
除
き
、
正
倉
院
文
書
中
の
優
婆
塞

。
優
婆
夷
の
貢
進
文
書
に
頻
出
す

∠や
。

例
　
優
婆
塞
貢
進
解

３
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
所
収
）

誦
経観
世
音
経
　
　
　
　
　
多
心
経

千
手
千
眼
胞
羅
尼
　
　
十

一
面
根
本
胞
羅
尼

大
通
方
広
経
胞
羅
尼
　
最
勝
王
経
金
勝
晦
羅
尼

大
般
涅
槃
経
胞
羅
尼
　
八
名
普
密
胞
羅
尼

天
平
十
五
年
正
月
九
日
僧
霊
福
　
　
　
　
　
　
（
傍
点
は
筆
者
）

こ
の
よ
う
な
経
典
は
本
木
簡
の
冒
頭
部
分
の

「
四
天
王
口
」
に
関
連
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
の
辺
要
国
と
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

地
の
守
護
を
祈
願
し
て
実
施
さ
れ
た

「
四
天
王
法
」
な
ど
に
必
要
と
さ
れ
た
経

巻
か
も
し
れ
な
い
。

①
は
第
Ⅳ
層
出
土
。
表
の
右
半
分
と
一異
面
は
完
全
に
墨
痕
が
削
り
と
ら
れ
て

い
る
。

ω
は
第
Ｖ
層
出
土
。
裏
面
と
表
の
下
端
部
は
剣
離
さ
れ
て
い
る
。

０
は
第
Ｖ
層
出
上
。
曲
物
の
底
板
か
。

（平
川
　
南
）

秋
田
ｏ払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
四
月
ぞ
十
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

。
小
西
秀
典

５
　
連退
跡
の
種
類
　
地
方
官
衛
跡

６
　
速退
跡
の
時
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
墨
書
角
材
出
土
遺
構
の
概
要

払
旧
柵
遺
跡
は
仙
北
平
野
の
中
央
部
に
あ
り
、
北
側
に
矢
島
川

・
烏
川
、
南

側
は
丸
子
川
に
換
ま
れ
、
長
森

・
真
山
の
二
残
丘
が
東
西
に
並
ぶ
。
外
郭
線
は

二
丘
陵
を
囲
む
よ
う
に
、
内
郭
線
は
長
森
を
囲
む
よ
う
に
廻
っ
て
い
る
。

第
三
〇
次
発
掘
調
査
は
外
郭
南
門
跡
よ
り
西
へ
約
八
Ｏ
Ｏ

ｍ
を
対
象
と
し
た
。

本
調
査
は
、
外
郭
線
角
材
列
位
置
及
び
重
複
、
堀
及
び
櫓
施
設
の
共
伴
等
の
確

認
を
目
的
と
し
た
。

墨
書
角
材
の
出
上
場
所
は
、
外
郭
南
門
か
ら
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
方
で
、
３０
‐
２

地
点
と
呼
び
、
検
出
し
た
遺
構
は
Ｓ
Ａ
三
〇
九
角
材
列
で
あ
る
。
角
材
の
埋
設

は
上
面
幅
○

・
六
ｉ
Ｏ

・
六
五
ｍ
、
底
面
幅
○

・
三
五
ぞ
○

。
四
ｍ
の
布
掘
り

を
お
こ
な
い
、
そ
の
壁
に
、
あ
る
い
は
、
ほ
ば
中
央
に
据
え
て
い
る
。
当
地
点

の
角
材
寸
法
は

一
辺
平
均

一
七

・
七
×
二
〇

。
八

ｃｍ
で
あ
る
。
墨
書
角
材
は
底



部
か
ら
現
存
先
端
ま
で
高
さ
○

・
八
八
ｍ
、
木
表

二
異
幅
○

。
二
四
ｍ
、
こ
ば

面
幅
○

。
三
二
ｍ
で
あ
る
。
木
一異
は
く
さ
び
の
よ
う
な
工
具
で
割
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
木
表
側
は
年
輪
面
が
磨
か
れ
た
よ
う
に
光
沢
を
も
ち
、
両
こ
ば
面
は

手
斧

（幅
五
９

に
よ
り
丁
寧
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
四
方
向
か
ら
手

斧
で
削
ら
れ
、
と
く
に
両
こ
ば
側
か
ら
の
削
り
が
深
い
。
角
材
の
こ
ば
面
左
側

に
墨
書
が
あ
る
。
墨
書
は
角
材
の
底
部
か
ら
○

・
三
二
ｍ
の
と
こ
ろ
に
、
タ
テ

六

。
二

Ｃｍ
、

ヨ
コ
一
・
九

ｃｍ
間
に
三
文
字
あ
る
。
墨
書
角
材
は
偶
然
の
発
見
で
、

墨
書
面
が
ど
の
方
向
に
埋
置
さ
れ
て
い
た
か
は
不
切
で
あ
る
が
、
地
中
で
あ

っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
角
材
観
察
で
は
、
寸
法
の
長
い
方
を
列

方
向
に
埋
設
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
墨
書
面
は
角
材
と
接
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。

８
　
墨
書
角
材
の
釈
文

・
内
容

墨
書
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

〔
ォ
カ
〕

ｆ

百
□
」

「
校
」
は
古
代
に
お
け
る
木
材
の
数
量
単
位
で
あ
る
。
通
常
、
趾
物
の
柱
は

「
根
」
ま
た
は

「
校
」
、
板
材
は

「
枚
」
を
用
い
、
桁

・
長
押
な
ど
主
と
し
て

「
枝
」
を
用
い
て
い
る
。　
コ

百
」
の
下
部
は
墨
痕
が
う
す
く
、
断
定
は
で
き

な
い
が
、
右
肩
に

「
ヽ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ば

「
一
百
校
」
と

み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

平
川
　
市

「
角
材
塁
書
銘
に
つ
い
て
」
盆
払
―■―
柵
跡
調
査

事
務
所
年
報

一
九
七
九
じ

秋
田
県
教
育
委
員
会
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
　
　
一
九
八
〇
年

（船
木
義
勝
）

1979年 出上の木簡

図 2払 田柵跡角材墨書出土地点慨念図

51

図 1 払|1 跡角相イI書出土地)i(図

写真 角材の墨書 (部分)


